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1937年度接近の火星観測報告（2）
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共同観測期間204

　上に各槻測者の襯測概況を表に示したa

　6．観測期間　共同槻測は1937年3月～8月末迄を選んだ．然し，上の表で知れ

る様に，指定二二外に於て，渡邊氏は1936年9月から三二を開始し，伊達，木

邊爾氏にも夫々少藪の二二外槻測がある．三って渡邊氏は其の闇，火星面約六

廻鯨の槻弓をして居るのを筆頭に，伊達，前田三二は約三廻轄を槻測して居る．

他は見劣って居た．

　7．スケッチ敷　表の通り全部で235枚である・数は前回よりも69枚少なく，

約77％であった．個人に就ては，渡邊氏101が最多である．是れも前回の前田

氏140に比較すれば約73％に回る．然し，この程度の減少は何等悲観すべき材

料ではなく，寧ろ回想より多い方であった・渡邊氏に綾v・て，伊達，萌凪木

邊の順に多く，少し降って青木氏の16枚であった．以上五名は濁立に取扱ひ得

る放数であり，大wa一一人の槻三者が，一シ1ズンに是れ位見れば，歎としては

事足りる．他の人は色々の理由もあったであろうが，充分とは云へなかった。

更に一磨見逃しの出來ない黙は，以上の観測総数中，渡邊，伊達，前田，木邊

と，三三の御定まりの連中が202自Pち85％を占めて居る事であって，残りの33

枚中，更に青木氏が16枚を占めて居る事，云ひかへれば新しい襯測者の甚だ振

は無かった事なのである．何時もの苦情に落ちるが，観測器械の表を参考して

も解る様に，15cm級の望遠鏡所持者が，特に不振な事である．偏へに奮起を

期待して巳まない．

　8。天候遊星面の観測は，軍に晴曇のみでは標準になら無いし，又特に火星

の様に，著るしく覗直径の運動するものでは，結局，接近時前後に観測が密集

するの隠然であり，　4，5，　6，の3ヶ脈蝋の芸が集って居るの罎とする

に足りなV・・最初の目的ではもっと分散する豫定であったが，斜行に移って見

ると，如何にも晶晶なかったのである．唯，薮に注意すべき黒占は，シ1■ングの
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二品が，各個人とも前回の接近時と大差なく，杢艦の準均値も更によく似て居

る事である．（前回6．2，今回65）所が，器械は『i均して二二大きくなって居る

のだから，各観測者が良シ1イングを選んだ事，（それは槻測数の減少した幾ら

かの原因である）及び，今回の最接近時が5～6月，帥ち一年中を通じて，本邦

では最も氣流の良V・時に當つたのが重大原因だと思はれる．三三観測に際して

4月目は幾度も望遠鏡を見ては中止した日があったが，5月に入ってからは其鮎

非常に樂であった・

　9．　特殊な蓉見i則

　A．記録のみの槻測　観測は行っても，色々の理由でスケッチが出來なかっ

た時に見た様子をNoteに記録したものである．スケッチに比較すれば遊星面

の観測としての領値は低V・が，無意味ではなV・・突獲した雲の様子や色を記録

したものが，前田氏19回，渡邊氏2回目る・

　B．色スケッチ　普通，スケッチは軍色で模様の濃淡や，位置を描き，註と

して色を書き入れるのであるが，文字では色の表現が不充分である爲めにプス

ヶツチ其のものを色付けるのである・何慮まで正しく出來て居るかは後に譲る

として，兎に角今回の潮劇中の白眉であった・其の敬は，前田氏34，伊達氏3，

渡邊氏1，寺田氏1（以上はパステル），中野氏2枚（クレオン），計41枚得た・

　　　　　　　　　　　　第三章　観測の結：果　　（伊達英太郎）

　10．北極冠　1936年9月～10月渡邊氏が曉測を開始された當時は，丁度火星の

北二二では5月中頃に相當して居た，スケッチに依ると，北極冠は平均30。位の

直径を占めて居る．11月（火星では6月）に入って，少し縮少して25。位となった

其後観測が途切れたので，火星の夏至近傍の檬子は淺念乍ら知ip得なかったが

漸次縮少して居た事は疑ひ無い．

　1937年2月　再び渡邊氏が観測を開始した二時は，（火星7月下牛）スケッチか

らして130位の詰りである事が知れるが，明瞭には見えなかったから，確實と

は云へない．

　3月　共同観測の三三も，2月同心に周邊が明瞭ではなかった．．但し，21日

に渡邊氏は明かに存在を認めて居る・前田，木邊氏のスケッチではハツヰリ現

れて居ない．
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　4月　3月下旬から4月上旬は，北極地方一帯が，ボンヤリして居た．渡遊氏

に依れば，在存は確實らしく，28日には好シiイングのもとに，恒星像の檬に

小さい北極冠を認めて居る・前田氏は，上旬には明かには見えなかつ孝が，20

日に極めて小さV・が認めて居り・伊達氏は14日に同じく小さい乍ら確實に認め

て居る・木邊氏のは出て居ない・然し北極地方には模様もないからして，白雲

の檬なものに包まれて居た事，及び時々極めて縮少した本鰹が存在して居たの

は誤り無からう．此の頃，火星では丁度，北虐遇の8月下牛に相當して居る・

　5月　渡邊氏のスケッチに依れば，不明瞭な白い部分が北斗の所に常に出て

居るが，其れは極めて光輝に乏しく，他の場所に出現した雲よりも輝いて居ら

ない事からして，其れが直ちに北極冠の本町であるとは云ぺない・同氏も自か

らその様に註をして居る．然も，この白い場合は，全然認められない（然し黒

い模様もなく拳凡な火星面の赤色に近v・）日もあった・其上，前田，木邊，伊

達三島のスケッチも，渡邊氏以上に不明瞭な様子であるから，多分本膿は浩失

したか，さも無くとも，30cm級の器械には映じなV・程縮少して居り，極地：方

一帯が，極めて淡い露の檬なもので常に蔽はれて居たと考へても，甚だしV・誤

りではなV・と思ふ北極冠がこんなに迄なった事は注意してよい事柄である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一三完一

　　　　　　　タウンゼンド・ハりス渡來日誌の一節

わが日本へ最初に來朝し7：米國領事Townselld　Harrisがインド洋航海日誌

一節に，天の星に關すろ記事がある．こ・に其の一部だ課出すろ・（η）

　1856年1月2日〔安政3年11月25日〕　（前略）インドやエジプトあたりで見た

あの“犬星”自PちSiriusの星の，彊く輝かしい，青）・光芒に，私は魅せられた．

何だか，私には，金星よりもつと明るいやうに思はれる．デユランド（Durand）

大尉の言ふところでは，大尉がインドのポンジヤプ洲のペシヤワ1ルに居た頃

屡々，この星の光で，時計の針を讃んだことがあるといふ．大昔し，エジプト

で，室に見える三々のうち，人々は此の星をアヌビス（ANUBIS）と呼び，犬

の首を持つ瀞様だと考へられたとか，愉快な話である．ヒンドウ人に攣れば，

今の吾々が“大熊座”と呼ぶあの星座を，、彼等はリシ星座と忙し，七人のヒン

ドウ聖者がシゾ榊によって，大室に置かれたのであるといふ．　（The　Completc

Journal　of　To“rnsend　Ilarris，　Japan　Society，　New　’S［’ork　City．　p．　38．　1930）


